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何もできない赤ちゃんは別として、少し大きくなった子どもには、つい口を出し、手を

出し、気づけば全部やってあげていることはありませんか。自分がやった方が早い、自分

のペースで動いてくれないとイライラする。それって、子どものためというより、親であ

る私たち自身の都合なのかもしれません。なぜ、私たちは任せることができないのでしょ

うか。できると信じることができないのでしょうか。「まだ子どもだから？」でも、もう

ずいぶん大きいですよ。「今できないから？」本当にできないですか？

あるお母さんが子ども 3 人を育てていて、いつもイライラ指示出し、すぐやらないと怒

っていました。ある日、私の子育てプログラムを受講してから、「全部任せることにした

よ。どうするか決めたら教えて」と「お任せ、報告制度」にしてみたとのこと。自分たち

で考え、報告、やってみる。失敗したら、また考えて、報告、やってみる…の繰り返し。

そしたら、いつの間にか少しずつ自分たちでできるようになり、自分も腹が立たなくなっ

て、毎日気分がいいとのこと。まさに、できなかったのは任せてなかったからかも、と笑

っていました。しわが寄っていた眉間はすっかりきれいになってました！

る
香川県教育委員会事務局 生涯学習・文化財課「親子で育むこころとくらしプロジェクト」

みなさん、こんにちは！この夏、『不登校のユニパスさん―心のかたちはその

ままで―』という本が出版されることになり、体験談を書いてくださった何人かの

方に久しぶりに連絡を取りました。ある方は当時、ゲームに没頭するあまり、昼

夜逆転の生活となり、高校を中退して通信制高校に編入。その後、大学に進学

しました。今回連絡すると、ゲームの知識を生かした職場で正社員として元気

に働いていると教えてくれました。「あの頃の時間は無駄ではなかった。あの頃

の自分にそう伝えたい。」その言葉に胸が熱くなりました。

その３4 【July 2026】
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人は本能的に「危険」や「間違い」を見つける能力が強く、瞬時に気が付き、指摘した

くなるそうで、それを「間違い指摘反射」と言います。ですから、親子間でも、夫婦間で

も、もちろん先生と生徒の間でも、この「間違い指摘反射」は活発に発動し、「しつけ」

「指導」「善意」の名のもとに、ダメ出しが正当化されています。うんざりしたり、反発

すると、その言動に対してさらなるダメ出しが追加射撃されるので、殺伐とした環境の

中、下を向いて息をひそめたくなってしまいますね。

その逆に「いいところ」を見つけるのは本能ではないので、訓練が必要です。いいとこ

ろは生活の中に溶け込んで見えなくなる花のようなものです。透明な花を見つけて、言葉

で色をつけ、花束にして本人に手渡す。それがほめるということではないでしょうか。

「あなたのこんなところが素敵だね」「こんなこともできるようになったんだね」「あり

がとう」花束を受け取ると誰もが嬉しくなり、自分の中の花束をもっと増やしたいと頑張

りたくなる。そして、周りの人にも透明な花に色を付けて渡したくなる。そんな花畑が家

庭にも学校にもあると素敵ですね。最後まで読んでくれて、ありがとう！

る
香川県教育委員会事務局 生涯学習・文化財課「親子で育むこころとくらしプロジェクト」

みなさん、こんにちは！先日、私の授業に児童養護施設の職員さんや里親さん

をお招きしました。授業中はとても静かで、質問もあまり出ず、「もっと引き出せ

たのでは」と申し訳ない気持ちになりました。けれど、後日提出されたレポートに

は、びっしりと感想や疑問が書かれていて、学生たちなりにしっかり受け止め、

深く考えていたことが伝わり、嬉しくなりました。気持ちや言葉はその場で表に

出ないだけで、心の中ではたくさんのことが動き、生まれていたんですね。人の

中にあるものを引き出すのは、なかなか難しいですね。

その３3 【June 2026】
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「1:2:7 の法則」をご存知ですか。自分の周囲には、1 割の人が何をしても批判的、そ

の 2 倍の２割の人が自分を好きで応援してくれ、残りの７割は無関心な人です。子どもは

みんなに好かれるために、気を使い、どうあがいても好かれることのない１割の人にもこ

ころのエネルギーを使って、疲れています。だからこそ、１割のことはあきらめて、２割

の人を大事にしようと伝えています。応援してくれる人に感謝し、その人たちのためにエ

ネルギーを使うことが、精神的な健康にもつながります。

ところで、私たち親は子どもにとって、どの人なのでしょうか。何をやっても批判的

で、がみがみと口うるさい１割なのか、子どもを愛し応援する２割なのか、そもそも無関

心な７割なのか。子どもを想って、口うるさく反対することが多くても、子どもを愛して

いることに変わりはありません。だからこそ、子どもの２割になりたいのではないです

か。それなら、子どもにわかりやすく応援団長になりませんか？自分の親はいつでも自分

専属の応援団長。それがどんなに心強いことか。一歩踏み出す勇気は、きっとあなたから

もらえるはずです。

る
香川県教育委員会事務局 生涯学習・文化財課「親子で育むこころとくらしプロジェクト」

みなさん、こんにちは！先日久しぶりに栗林公園で大人のピクニックをし

ました。芝生にシートを敷いて、お茶飲んだり、お菓子を食べたり。不登

校の親の会（ユニパス親の会）はいつも室内ですが、今回は初めて屋外で

やってみました。歩きながら子どものことはもちろん、腰痛のリハビリの

話、旅行の話、学生時代の思い出やライブの話まで。鳥のさえずりや滝の

音を聞きながら、緑の木々や藤の花を眺める時間は、何よりのリフレッシ

ュ。前向きな気持ちにもなって、まさに一石二鳥でした！

その３2 【May 2026】


